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告
知
板

　
平
均
年
齢

80
歳
を
超
え

た
広
島
・
長

崎
の
原
爆
被

爆
者
は
「
生

き
て
い
る
う

ち
に
核
兵
器

廃
絶
を
」
と

懸
命
に
訴
え

て
き
た
。
こ

の
願
い
を
若
い
人
に
受
け
継

い
で
も
ら
い
た
い
と
強
く
願

っ
て
い
る
。
▼
原
爆
症
認
定

集
団
訴
訟
に
加
わ
っ
た
被
爆

者
が
「
実
は
嫁
さ
ん
に
も
娘

に
も
話
し
た
事
が
な
か
っ
た

が
」
と
、「
軍
の
命
令
で
投

下
２
日
後
、
広
島
中
心
部
に

救
援
に
行
っ
た
夜
中
、
仮
眠

中
に
同
僚
に
起
こ
さ
れ
ビ
ル

の
外
に
目
を
や
る
と
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
火
の
玉
が
飛
ん
で

い
た
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
の

火
の
玉
は
、
２
日
前
ま
で
は

生
身
の
人
間
で
あ
っ
た
ろ

う
。
▼
貴
重
な
生
の
証
言
を

聞
く
時
間
的
余
地
は
あ
ま
り

に
少
な
い
。
戦
争
体
験
も
親

族
に
被
爆
者
も
い
な
い
人
が

「
継
承
」
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
今
し
か
な
い
。

天満でとどけ

　第319号〈毎月10日発行〉
2015年８月10日

研修・学習会などにご利用ください

　大阪労連2015年組織集会が６
月27日に開催され、冒頭、主催者
を代表し川辺和宏議長が「賃金・労
働条件改善と共に安倍暴走・維新強
権政治とのたたかいでも全力をあげ
て闘ってきた。大阪労連の社会的役
割を発揮するためにも“数の力”が必
要。また次世代幹部育成も重要だ。
本集会で大いに議論を」と、挨拶し
ました。
　井上久全労連事務局長が、賃上げ
・時短など職場活動と拡大運動の結
合や、９月から11月の「職場活動
活性化・総点検月間」で職場の隅々
に組合活動の血を通わせていくこと
を提起しました。また、労働相談活
動や共済拡大を目的意識的に追求
し、「わくわく講座」成功に力を注
ぐことを強調しました。

大阪労連第50回定期大会
　９月５日（土）12：30～、天王寺区民センター

大阪社会保障学校
　９月13日（日）10：00～
　大阪府保険医協会Ｍ＆Ｄホール
　（参加費・資料代：1000円）

職場活動活性化と拡大運動の結合を
大阪労連2015年組織集会

戦争法案に反対して街頭の人たちにアピール＝7月26日、東京都渋谷区

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」の
声
を
広
げ
、

安
倍
内
閣
を
退
陣
に
追
い
込
も
う
！

　
そ
も
そ
も
、
首
相
・
国
会

議
員
に
は
憲
法
を
擁
護
す
る

義
務
が
あ
り
、
憲
法
違
反
の

法
律
や
行
為
は
無
効
だ
と
い

う
の
が
日
本
国
憲
法
の
規
定

　
政
府
が
提
出
し
た
法
案

に
、
国
民
の
過
半
数
が
「
憲

法
違
反
」
と
の
声
を
突
き
付

け
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も

皆
無
で
す
。
国
会
周
辺
や
全

国
各
地
で
、
連
日
、
数
千
人

か
ら
数
万
人
の
デ
モ
や
集
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
若
者

や
若
い
マ
マ
が
自
主
的
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
呼
び
か

け
、
こ
れ
ま
で
集
会
や
デ
モ

「戦争法案」は廃案しかない！

若者も、子育てママも
多くの国民が怒っている!

で
す
。

　
「
安
倍
政
権
打
倒
、
維
新

政
治
打
破
」
の
大
阪
労
連
の

大
会
方
針
に
基
く
運
動
を
さ

ら
に
強
め
ま
し
ょ
う
。

な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
な
い

層
も
立
ち
上
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
な
い
運
動
の
広
が

り
は
、
大
き
な
希
望
を
与
え

て
い
ま
す
。

　
「
憲
法
違
反
の
行
為
を
繰

り
返
す
安
倍
内
閣
は
退
陣
せ

よ
！
」
の
声
と
運
動
を
い
っ

そ
う
広
げ
「
戦
争
法
案
」
を

必
ず
廃
案
に
し
ま
し
ょ
う
。

　基調報告に立った小山国治大阪労
連事務局次長は、産別と地域組織が
一体となり、６月から９月までを
「夏の総がかり組織化運動」とし、
年間拡大目標１万人に近づけるため
の最大の取り組みを呼びかけまし
た。
　特別報告として、堺市職労が新規
採用者に粘り強く対話をすすめ
181名の加入者を迎えたこと、大
教組では急激な世代交代の中で青年
による働きかけとリーダーの出現、
生協労連は非正規労働者の組織化、
北河内地区協は主要駅で労働相談案
内と政治的課題も兼ねた宣伝行動を
実施していることが語られました。
　その後、約80名の参加者は４会
場で分散会討論を行いました。

記
念
講
演
を
行
っ
た
井
上
久

全
労
連
事
務
局
長　
　
　
　

分
散
討
論

不
支
持 支

持

52.6％

39.3％

産経

不
支
持 支

持

51％

35％

毎日

不
支
持 支

持

51.6％

37.7％

共同通信

不
支
持 支

持

50％

38％

日経

不
支
持

支
持

49％
43％

読売

不
支
持

支
持

46％
37％

朝日

　

憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
が

明
々
白
々
と
な
っ
た
「
戦
争

法
案
」
を
、
安
倍
政
権
与
党

は
数
の
力
で
衆
議
院
で
強
行

採
決
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ゴ
リ
押
し
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

国
民
の
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ

な
い
」
の
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

大
阪
労
連
は
、
７
月
16
日

に
、「『
戦
争
法
案
』
の
強
行

採
決
に
断
固
抗
議
す
る
！
」

声
明
を
発
表
し
、「
戦
争
法

案
」
廃
案
め
ざ
し
た
総
決
起

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

国
民
は「
違
憲
と
理
解
」、内
閣
不
支
持
過
半
数

　

憲
法
違
反
の
法
律
は
無
効

　

憲
法
蹂
躙
す
る
安
倍
内
閣
は
退
陣
せ
よ

　

か
つ
て
な
い
運
動
の
広
が
り

　

国
会
周
辺
、全
国
で
連
日
デ
モ
・
集
会

　
「
戦
争
法
案
」
は
７
月
27

日
か
ら
参
議
院
で
審
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。
政
府
は
「
国

民
の
生
命
を
守
る
た
め
」
と

強
弁
し
て
い
ま
す
が
、「
法

案
に
つ
い
て
説
明
が
不
十
分

だ
」
と
の
世
論
は
８
割
を
超

え
、「
国
民
の
理
解
は
進
ん

で
い
る
状
況
で
は
な
い
」

（
安
倍
首
相
）
ど
こ
ろ
か
、

審
議
が
す
す
む
ほ
ど
「
法
案

は
違
憲
」
だ
と
い
う
理
解
が

国
民
に
浸
透
し
、
反
対
が
６

割
に
も
到
達
し
て
い
ま
す
。

　
安
倍
内
閣
の
支
持
率
も
日

増
し
に
下
が
り
、
不
支
持
率

が
過
半
数
を
超
え
て
い
ま

す
。「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な

い
」「
安
倍
内

閣
は
退
陣
せ

よ
」
の
声
が
国

民
の
中
か
ら
叫

ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
。

【安倍内閣支持率　各社の直近調査結果】

廃
案


